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第 5 章では，数値計算例として，ガウス型フィルタによって帯域制限された 4相ディジタル位相変調
波のTWTA出力における電力密度スペクトルならびに帯域外電力放射特性を計算し， TWTAの非線
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形性が両特性に与える影響を明確にしている。
第 6 章では，結論として本研究で得られた主要な成果を総括して述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，非線形性を有する衛星中継器の出力におけるディジタル位相変調波の電力密度スペクトル
に関し，特にその新しい解析手法の開発を目指して研究を行ったものであり，次のような成果をあげて
いる。
(1) モーメント技法による直交展開を用いたフーリエ変換手法を導入することにより，非線形出力波の
電力密度スペクトルが，自己相関関数の微分演算の繰り返しのみで簡潔に得られることを明らかにして
いる。
(2) 記憶のある非線形システム解析としてボルテラ級数法を用いることにより衛星中継器出力波を表現
し帯域制限，非線形増幅等の影響がすべてボルテラ核の中に組み込まれることを新しく示している。
(3) 帯域制限されかっ非線形増幅される衛星中継器の具体的モデルを設定し シミュレーション結果と
対比することにより本解析手法の有効性を確認している。
以上のように，本論文は，非線形性を有する衛星中継器の出力におけるディジタル位相変調波の電力
密度スペクトルを解析する新しい手法を考察するとともに， TWTAの非線形性が出力電力スペクトル
に与える影響を明らかにしたもので，ディジタル衛星通信方式に関して有用な知見を得ており，通信工
学，特に通信方式の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
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